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大麦ワラの飼料利用技術の検討
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要約

県内での、大麦の作付面積は2,000ｈａ以上であるが、麦の収穫後のワラは土地還元や
焼却処分されているのが現状である。そこで、飼料自給率向上と飼料費のコスト低減化
を図るため、大麦ワラの収穫調製技術及び飼料への利用技術を検討した。

１収穫調製技術として、長ワラ及び切断ワラともに収穫直後にロールベール・ラップ
サイレージ体系での作業が可能であったが、切断ワラが長ワラに比べ収種ロスが多

く、作業効率も劣った。

２麦ワラサイレージの発酵品質は、乳酸菌を含む添加剤を用いることにより、長ワラ

および切断ワラともに無添加に比べ品質が良くなり、特に、切断ワラの品質が良好で

あった。

３麦ワラサイレージと乾燥稲ワラの第一胃内のＤＭ消化率は、同等であったが、嗜好

性は乾燥稲ワラに比べ麦ワラサイレージが良好であった。

４調製時の尿素処理により、乳酸菌を含む添加剤処理に比べ第一胃内のＤＭ消失率が

高く、飼料価値を高めることができた。

以上のことから、大麦ワラの収穫調製技術として長ワラ及び切断ワラともにロールベ

ール・ラップサイレージ体系で作業可能であり、尿素処理することにより飼料価値が高

まり、飼料への利用が可能であることが示唆された。

キーワード：大麦ワラロールベール飼料価値尿素処理

向上させる手法として、稲ワラで確立されている

尿素処理の効果'１を検討したので報告する。

緒 ロ

岡山県では、中国四国地域で最も多い約

'00ｈａの麦類が大麦を主として作付けされてい 材料及び方法2,OOOhaの麦類が大麦を主として作付けされてい

る。しかし、そのワラは飼料として有効利用され

ているものは非常に少ない状況であり、後作がな

い場合は圃場に放置され±地還元されているが、

後作に水稲を作付けする場合は、作業の支障とな

るため圃場でそのまま焼却され、煙害を引き起こ

す場合もある。

一方、穀類のバイオエタノール利用や原油高に

よる海上輸送コストの上昇などにより購入飼料価

格が高騰しており、未・低利用の飼料資源の確保

が強く求められており、食品製造副産物、農産副

産物の飼料利用への取り組みが試みられている。

そこで、現在、有効利用されていない麦ワラの

飼料利用を推進するため、稲ワラと同様な作業体

系のロールベーラ・ラップサイレージ方式での収

穫・調製技術の可能性を検討するとともに、飼料

価値の検討を行った。また、ワラ類の飼料価値を

１収穫調製・飼料価値の検討

（１）材料草

材料草の概要を表１に示した。材料草の品種は、

二条大麦のミハルゴールドで、１８年６月３日に６

条刈りハーベスタで収穫した直後に排出されたワ

ラを用いた。

ワラの収量は1,410kg/10ａであった。ワラは、

主として、切断せずに排出したもの（以下、長ワ

ラ）を収集し調製した。一部をハーベスタの切断

長設定15ｃｍで切断したワラ（以下、切断ワラ）

を用いた。切断しないワラの長さは７３ｃｍであっ

た。刈落し幅は、長ワラが９５cm、切ワラが117ｃｍ

であった。乾物率は、３０～３５％であった。
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各種分析方法は、飼料一般６成分、ＡＤＦ及び

ＮＤＦは定法2)により行ったｐＨはガラス電極

ｐＨメーターにより、有機酸はフリーク法、ＶＢ

Ｎは微量拡散法によって行った。第一胃内のＤＭ

消失率は、ｉｎｓｉｔｅ法（AFRCの推奨法、NOCEK

の総説に基づいた方法）により乾燥稲ワラを対照

として行った。なお、ＤＭ消化率は泌乳中の乳用

牛にＴＭＲを給与しているものを用いた。

ウ嗜好性

嗜好性の試験は、稲発酵粗飼料の嗜好性を検討

した方法3〕により行った。１期４日間で黒毛和種

成雌牛４頭を用い、３期間行った。供試牛は各期

異なった計１２頭を用いた。稲ワラを対照区とし、

供試時間は３０分で、採食順位及び採食量を記録

した。なお、麦ワラおよび稲ワラともにワラ切カ

ッターで５～１０ｃｍ程度に切断したものを供試

飼料とした。

表１材料草の概要

長ワラ切断ワラ区分

二条大麦（ﾐﾊﾙｺﾞｰﾙﾄﾞ）
４５

平成１８年６月３日

１，４１０

４２４

３０．１３５．３

７３１５(設定値）

９５１１７

品種

面積

麦収穫日

生草重

乾物重

乾物率

長さ

刈落幅

ａ

kg/lOa
〃

９６

ｃｍ

ｃｍ

（２）作業体系

麦収穫から梱包・密封までの作業体系を表２に

示した。麦収穫は刈り取り幅199ｃｍの６条刈りコ

ンバインで行い、コンバインから吐出されたワラ

をロール径９０ｃｍの自走式ロールベーラで梱包し、

直ちに自走式ラッピングマシーンでラップ密封し

た。密封は、３回６層巻きとした。乳酸菌を含む

市販のサイレージ添加剤（雪印種苗：アクレモコ

ンクスプレー）を添加する区と無添加の区を設定

した。

２飼料価値向上技術

（１）材料草

笠岡市笠岡湾干拓地で栽培された大麦を大型ハ

ーベスタで収穫した直後のワラを用いた。収穣は

平成19年５月２４日に行い、直ちに調製した。

（２）処理方法

材料草は刈取り直後にレーキで集草し、直ち

にロール径100ｃｍのロールベーラで梱包し、自走

式ラッピングマシーンでラップ密封した。密封は、

３回６層巻きとした。試験区分は、乳酸菌区は添

加装置を用い市販の添加剤を１ｔ当たり１７９を、

尿素処理区は、尿素を２倍量の水に溶かし、尿素

が材料草の１％の量になるようジョウロで集草列

に散布しのち梱包し、密封した。

（３）調査項目および方法

調査項目および方法は、前期調査と同様な方法

で飼料一般６成分およびＡＤＦ、ＮＤＦ、第一胃

内のＤＭ消失率を調査した。

表２作業体系

作業名作業機械仕様等

ﾜﾗ吐出幅

117cｍ

ｺﾝﾊﾞｲﾝ

ﾒﾘ取幅199ｃｍ

なし

自走式ﾛｰﾙﾍﾟｰﾗ

ﾛｰﾙ径９０ｃｍ

自走式ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ

ﾏｼｰﾝ

麦収穫

集草

梱包 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ幅

８２ｃｍ

Ｔ社製密封

結果及び考察

（３）調査項目および方法

ア収穫調製に関する調査

調査項目としては、梱包および密封の作業時間、

梱包サイズ、重量、収穫時のロスを収穫時に調査

した。なお、作業時間は、各作業のみに要する時

間を全ロール３２梱を計測するとともに４５ａに要

した総時間を計測することにより調査した。

イ飼料成分

飼料成分は、飼料一般６成分及びＡＤＦ、ＮＤ

Ｆ、有機酸（酢酸・乳酸・酪酸）、ｐＨ、

VBN/T-N、第一胃内ＤＭ消失率を調査した。

１収穫調製・飼料価値の検討

（１）収穫調製に関する調査

収穫調製成績を表３に示した。梱包に要した時

間は、１梱あたりで長ワラで２分４１秒、切断ワ

ラでは７分３４秒であった。密封は１分３０秒であ

った。梱包～密封、ラッピングマシーンでの圃場

からの搬出までの総時間は４５ａで２時間２８分、

ｌＯａ当たりで３２．８分であった。切断ワラの梱包

に時間を要したのは、ハーベスタから排出される

ワラの列幅が長ワラの９５ｃｍに対し117ｃｍと広く

なりロールベーラのピックアップ幅を超え、同じ
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梱包サイズは、直径１０２ｃｍ、幅８６ｃｍ、重

量193ｋｇ／梱であったが、長ワラを梱包したも

のは、写真のように地際部と穂先部が偏りいびつ

な形状（写真１）になるものが散見された。１０

ａ当たりの収量は、６．７梱で原物童で1,290ｋｇ

であった。

収穫時のロスは長ワラでは、圃場に残る物はほ

とんどなく、ロールの排出時のベーラ内のロスも

ほとんど見られなかったが、切断ワラでは、乾物

草列を２度走行したためとと、走行速度を落とさ

ないとピックアップできなかったためと考えられ

た。

表３作業時時間

●

作業時間区分単位

２時間２８分

２分４１秒

７分34秒

１分34秒

梱包密封

梱包(長ワラ）

梱包(切断ワラ）

密封

４５ａ梱
梱
梱

１
１
１ 重量比で２．７％のロスがあった。

写真１

いびつなロール

▲
‐
‐
‐
■
、
‐
Ｌ
‐
↑
‐
ｆ
１
１
６
．
１
－
吋
：
。
！
ｄ
■

｛表４サイレージ の飼料成分

ｌ
ｌ－－－

１ＣＰ

ＤＭ中９６－－－－－ルー(－－－－
lＮＦＥｉｃｆｉｌＣＡｉＡＤＦ

'－－－－－－－－－－

|ＤＭ ＥＥ ＮＤＦ

（２）サイレージの飼料成分および発酵品質

サイレージの飼料成分を表４に示した。水分は、

長ワラで６５．２％、切ワラで59.6％であった。Ｄ

Ｍ中のＣＰは約２％と日本標準飼料成分表(4)

の大麦ワラの３．６％に比べ低かった。嗜好性試験

の対照飼料に用いた稲ワラの成分もあわせて示し

たが、ＣＰは麦ワラが低く、ＡＤＦ、ＮＤＦ共に

麦ワラが高かった。

表５サイレージの発酵品質

酸組成（％）添加剤ＢＮ／Ｔ－： ｐＨ総酸
％

ﾌﾘｰｸ評点
酢酸酪酸乳酸

有
長わら

無

９．８

１０．２

4．７

４．８

1．４１

１．５６

3８．８

３９．４

７．５

１１．８

5３．７

４８．８

４３

２５

有
切断わら

無

9．１

９．５

4．４

４．８

1．８６

１．７４

2５．４

３４．１

0．０

３．５

9３

５３

7４．６

６２．４

ね妬
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ワラは稲ワラと同等の消化性があると考えられた。サイレージの発酵品質を表５に示した。酵素入

り乳酸菌添加剤を用いることにより長ワラ、切断

ワラともに発給品質が改善されたが、切断ワラが

長ワラに比べ発酵品質が良好な傾向であった。特

に、長ワラの無添加では、酪酸比率が高くなり発

酵品質が劣った。このことにより、添加剤として

乳酸菌の添加は効果があり、サイレージするワラ

では切断ワラ方が発酵が良好となることがわかっ

た。これは長ワラは、梱包密度が低くなりやすい

ことが要因の一つと考えられた。

第一胃のＤＭ消失率の推移を図１に示した。投

入０時間で麦ワラ、稲ワラがそれぞれ25.5%、

25.1%で、３時間では稲ワラが５．２ポイントかつ

たが、ｉｎｖｉｔｒｏ法で動物でのＤＭ消化率と相

関の高いs）４８時間で共に48.7%と差がなく、麦

３嗜好性

嗜好性試験結果を表６に示した。３０分当たり

１回当たりの平均ＤＭ採食量は１～３期で麦ワラ

５２０９，稲ワラ１７５９、採食順位ポイント（先に

採食したものにポイントを付けたも）は麦ワラ

３５ﾎﾟｲﾝﾄ、稲ワラ１３ポイントで共に麦ワラの嗜

好性が高かった。しかし、２期では、ＤＭ採食童、

採食順位ポイント共に差がなかった。これは、あ

らかじめ麦ワラサイレージを切断しておいて供試

したため二次発酵を起こして嗜好性が低下したも

のと考えられた。そのため、３期では新たにロー

ルを開封し供飼したため１期と同様な傾向が見ら

れた。

表６嗜好性試験結果
ＮＯＤＭ採食量／回採食|雛

受ワライナワラ麦ワライナワラ１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

蛎
飽
弱
刀

６
９
９
４

４
９
５
７
８
２
９
８
３
５
３
３

２
８
０
１
３
３
２
２
９
３

２
４
２
４
４

１

１
０
１
０
２
２
２
２
０
１
２
０

３
４
３
４
２
２
２
２
４
３
２
４

1期
■】

Ⅱ 刀
巧
的
引
庇
閑
切
弱

１
１
５
３
６
２
４
５

2期Ⅱ

3期

1～3期 520 1７５ 3５ 1３

表７処理サイレージの飼料成分

水分ＣＰＥＥＮＦＥＣＦＣＡＡＤＦＮＤＦ

材料草

乳酸菌

尿素

５１．５１．６１．７５１．４３２．６１２．６４３．９７１．２

６０．０２．３１．６４５．６３３．５１７．０４４．０７０．１

５３．５５．６１．５４０．７３２．６１９．６４２．６６７．４

以外はＤＭ中％

２飼料価値向上技術

乳酸菌添加サイレージおよび尿素処理ワラの飼

料成分を表７に示した。ＤＭ中の成分は尿素添加

区では､ＣＰが５．６％と乳酸菌添加区２．３％より

3.3ホ.ｲﾝﾄ高くなり、添加した尿素が原因したと

考えらた。また、ＡＤＦ、ＮＤＦはそれぞれ１．４

ポイント、２．７ポイント乳酸菌添加区より低かっ

た。

尿素処理麦ワラの第一胃内ＤＭ消失率の推移を

図２に示した。尿素処理ワラと乳酸菌添加ワラ

のＤＭ消失率は、それぞれ１２時間では３６．１％、

28.3％、２４時間では４９．１％、４０．３％、４８時間

では６０．７％、５２．４％９６時間では７２．４％、６２．３

％であり、尿素処理ワラが乳酸菌添加ワラに比べ

て７．８～１０．９ポイント高い成績であった。

これらのことから、麦ワラも麦収稜直後に調製

すればロールベールラップ体系で尿素添加により

ＣＰ含量が高まり、消化性が高まることが確認さ

れた。

以上のことから、大麦ワラの収穫調製技術とし

てロールベール・ラップサイレージ体系が可能で

あり、飼料価値は乾燥稲ワラと同等であり、特に、

尿素処理することにより飼料価値を高まり、高田

ら6）の報告と同様の結果が得られたことから、

今後、泌乳牛への効果についても試験を行う予定

である。
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